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表１　貸与区分・貸与金額（月額）

進学先 国公立 私　立 入学時特別
増額貸与金

高校・専修学校の
高等課程 1万5千円 2万5千円

大学（専修
学校の専門
課程・短期

大学）

自　宅 3万円 4万円
20万円

自宅外 4万円 5万円

※詳細は市のホームページをご覧ください
貸与総額 ＝ 貸与月額 × 12月 × 修業年数（＋入学時特別増額貸与金）

表２　返済額・返済期間

貸与を受けた
奨学金（総額）

返済額
（年額） 返還年数

40万円以下 5万円 ～ 8年

40万円超え
70万円以下 7万円 7～ 9年

70万円超え
100万円以下 10万円 8～ 10年

100万円超え
150万円以下 15万円 8～ 10年

150万円超え
250万円以下 20万円 9～ 12年

250万円超 36万円 10～ 11年

表３　収入・所得の目安

区　分 給与収入 給与以外

3人世帯
例）父母
本人

836万円
以下

362万円
以下

4人世帯
例）父母
本人
中学生

890万円
以下

404万円
以下

5人世帯
例）父母
本人
中学生
小学生

923万円
以下

437万円
以下

表４　給与所得における控除額

年間収入額 控除額

400万円以下 年間収入額×0.2
＋263万円

400万円超え
878万円以下

年間収入額×0.3
＋223万円

878万円超 486万円

※ 収入額が329万円未満の場合、控除
額は収入額と同額
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保
護
者
が
勝
山
市
在
住
で
、
今

春
、高
校
や
大
学
に
進
学
す
る
、

ま
た
は
経
済
的
理
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学
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困
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あ
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⑤
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④
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。
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皆
さ
ん
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
ハ
ワ
イ
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

と
、
お
そ
ら
く
南
国
の
島
が
浮
か
び
上

が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
日
本

と
は
ほ
ど
遠
い
存
在
と
思
っ
て
い
る
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

し
か
し
、
ハ
ワ
イ
と
日
本
の
繋
が
り

に
は
永
い
歴
史
が
あ
る
の
で
す
。
今
回

は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
ハ
ワ
イ

と
日
本
の
歴
史
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ハ
ワ
イ
と
日
本
の
交
流
は
お
よ
そ
１

３
０
年
前
に
始
ま
り
ま
し
た
。
当
時
は

ハ
ワ
イ
王
国
と
し
て
知
ら
れ
、
カ
ラ
カ

ウ
ア
国
王
が
日

本
に
来
日
し
た

際
、
明
治
天
皇

と
会
談
し
ま
し

た
。
様
々
な
共

通
点
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
明

治
政
府
は
日
本

と
ハ
ワ
イ
王
国

の
関
係
を
深
め

勝山市国際交流員
サトウ・ナンシー

意外と永い、ハワイと日本の歴史

ハワイの平等院テンプルハワイの平等院テンプル

る
た
め
に
、
何
万
人
も
の
日
本
人
に
ハ

ワ
イ
へ
移
住
す
る
許
可
を
出
し
ま
し
た
。

　

１
９
４
０
年
代
に
は
ハ
ワ
イ
の
人
口

の
半
分
は
日
系
人
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
第
二
次
世
界
大
戦
で
は
、
日
系
人

は
日
本
の
ル
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を
誇
り
に
思
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つ
、
ア
メ
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カ
へ
の
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国
心
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持
ち
、

戦
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の
苦
難
を
乗
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た
。
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。
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）
な
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を
き
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か
け
と
し
、
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ワ
イ

と
日
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数
多
く
の
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道
府
県
や
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が
姉
妹
都
市
の
関
係
を
結
ん
で
お

り
、
交
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が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
影
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で
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で
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々
な
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に
日
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語
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標
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が
見
ら
れ
、
日
本
語
が
で

き
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が
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。
日
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の
文
化
も
、

も
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す
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も
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に
行

か
れ
る
機

会
が
あ
れ

ば
、
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日
系
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味
わ
っ
て
み
て
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だ
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！
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ハワイの金刀比羅神社・
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恐
竜
渓
谷
ふ
く
い
勝
山
ジ
オ
パ
ー
ク

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
再
認
定

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
再
認
定
！！！！

　

恐
竜
渓
谷
ふ
く
い
勝
山
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、

平
成
27
年
12
月
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
の
再

認
定
を
受
け
ま
し
た
。
２
年
前
の
再
審
査

に
お
い
て
条
件
付
き
再
認
定
と
な
っ
た
後
、

課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
幾
つ
か
の

指
摘
項
目
を
、
関
係
団
体
の
皆
さ
ま
と
共

に
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、
課
題
と
さ
れ

た
項
目
の
多
く
に
つ
い
て
改
善
が
認
め
ら

れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

今
後
も
、
勝
山
の
地
形
・
地
質
遺
産
の

保
全
・
保
護
や
、
自
然
・
歴
史
・
産
業
な

ど
の
遺
産
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
努
め
、
更
に

ジ
オ
パ
ー
ク
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
第
一
弾
と
し
て
、
勝
山
市
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
協
議
会
主
催
で
「
ジ
オ
パ
ー

ク
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
集
い
」

を
開
催
し
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
の
で
、

た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
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地域資源を活かしたまちづくりを考えよう
と　き▶1月26日㈫　午後6時30分～ 8時40分
ところ▶すこやか第1会議室
内　容▶
•講演「誇りをもって地域を語る」
　講師　野辺一寛氏（隠岐世界ジオパーク推進協議会事務局長）
• まちづくり事例発表

（平泉寺町まちづくり推進協議会、むろこ女性の会）
• 勝山市エコミュージアム協議会「食の部会」による

食の紹介、試食

再認定の喜びに沸く山岸市長と関係者


